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true:level

マニュアル

トラックのラウドネスとダイナミクス
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3ページtrue:levelへようこそ 
true:levelは、多機能で正確なラウドネス、ダイナミクス、ト
ゥルーピークメータープラグインです。ユニークなラウドネ
ス&ダイナミクスグリッドにより、true:levelはミックスのラ
ウドネスとダイナミクスの間の正しいトレードオフを見つ
けるための優れた助けとなります。選択可能な共通リファ
レンスにより、あらかじめ定義されたラウドネス基準やジャ
ンルの典型的なダイナミクス値、またはカスタムリファレン
ストラックと比較することができます。

true:levelは、自分のミックスがストリーミングプラットフォ
ームの仕様に合っているかどうかを確認したいときや、お
気に入りのトラックをリファレンスとして音のダイナミクス
を比較したいときに最適なツールです。

さらに、true:levelのすべてのリファレンスオプションによ
り、ミックスの潜在的な問題を素早く特定することができ、
レベルチェックにより、問題を解決するために必要なアク
ションに関する素晴らしいガイダンスを提供します。

true:levelを使い、あなたのトラックをリリースする準備を
楽しんでください！
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Mac OSX
インストール作業を開始するには、ディスクイメージ
sonible_truelevel_x.x.x.dmg. を開いてください。これに
より、イメージがマウントされ、インストールパッケージの
内容が表示されたFinderウィンドウが開かれます。

true:levelをシステムにインストールするには、インスト
ールファイル truelevel.pkg. を実行してください。 

インストーラーは、true:levelをコンピュータにインスト
ールするために必要な手順を案内します。true:levelは、
オーディオプラグインのデフォルトの場所に自動的にイ
ンストールされます。 
 
デフォルトフォルダ: 

Audio Unit 

/Library/Audio/Plug-Ins/Components/

VST 
/Library/Audio/Plug-Ins/VST/

VST3 
/Library/Audio/Plug-Ins/VST3/

AAX 
/Library/Application Support/Avid/Audio/

Plug-Ins/

システム要件

インストール

true:levelプラグインを正常にイン
ストールするためには、管理者権限
が必要です。

Windows
ダウンロードしたzipファイル sonible_truelevel_win_x-
.x.x.zip をハードディスクに展開し、インストーラーを実行
するとインストールが開始されます。

インストーラーは、true:levelをコンピュータにインストー
ルするために必要な手順を案内します。true:levelは、オ
ーディオプラグインのデフォルトの場所に自動的にインス
トールされます。

デフォルトフォルダ: 
VST3 
C:\Program Files\Common Files\VST3\ 

VST 
C:\Program Files\Common Files\VST\ 

AAX 
C:\Program Files\Common Files\Avid\Audio\Plug-Ins

CPU

RAM

オペレーティングシステム 

グラフィック 

Intel Core i5
Apple M1

4GB

Windows 10+ (64 bit)
Mac OS 10.12+

OpenGL Version 3.2+



5ページオーソライズ
ロック解除
true:levelのライセンスをオンラインで購入された方は、ラ
イセンスキーはメールでお送りします。

マシンベースのロック解除
true:levelを初めて起動すると、有効なライセンスキーで
true:levelのロックを解除するように求める通知ウィンド
ウが表示されます。
登録作業を開始する前に、パソコンがインターネットに接
続されていることを確認してください。
ライセンスキーを入力して、「register.」をクリックします。
プラグインは、ライセンスが有効かどうかを確認するため
に弊社サーバーと通信します。ライセンスが有効であれば
完了です。お楽しみください！

iLok 
ライセンスをiLokに転送した場合は、iLokをパソコンに接
続するだけでプラグインは自動的に登録され、お楽しみい
ただけます！
数分以内にメールが届かない場合は、まず迷惑フォルダを
ご確認の上、弊社サポート(support@sonible.com)まで
ご連絡ください。

体験版
デモモードでtrue:levelを実行するには、「try」をクリック
するだけで、数日間、制限なくtrue:levelを使用することが
できます。(現在のtrue:levelのデモ期間については、弊社
ウェブサイトをご参照ください。）

デモ期間が終了した場合、プラグインを継続して使用する
ためには正規ライセンスを購入する必要があります。

インターネット接続の条件 

sonibleプラグインは、試用期間中と最初のライセンス認
証時にのみインターネットに接続する必要があります。試
用期間中は、プラグインを使用するたびにインターネット
に接続する必要があります。プラグインのライセンスが正
常にアクティベートされると、インターネット接続は不要
になります。

ライセンス方式
ライセンス方式は、マシンベースとiLok(USBドングル)の2
種類から選択可能です。

www.sonible.com でユーザーアカウントを作成し、製品
を登録することで、ダッシュボードにまだ表示されていな
い製品のプラグインアクティベーションを管理することが
できます。

マシンベース 
ライセンスキー1つでtrue:levelを、固有のシステムIDを持
つ2台のコンピュータにインストールすることができます。
これらのシステム ID は、ライセンス認証の際に登録され
ます。

同じライセンスを複数のユーザーが使用することができま
すが、各ユーザーは自分のアカウントでtrue:levelのフル
バージョンを個別にアンロックする必要があります。

システムIDが変更された場合(例：ハードディスクドライブ
の交換など)、sonibleユーザーアカウントのダッシュボー
ドで、該当するシステムIDの隣にあるプラグインの取り消
し/アクティベート(revoke/Activate)を行うことができま
す。

iLok 
1つのアクティベーションをiLokに転送したい場合は、まず
プラグインがsonibleユーザーアカウントに登録されてい
ることを確認します。ダッシュボードのプラグインの横にあ
る「transfer to iLok」ボタンをクリックし、指示に従って操
作してください。

注意：第1世代のiLokドングルとiLokクラウドは現在サポ
ートされていません。
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リファレンスドロップダ

ウン 
ラウドネスの基準や典型的な
ジャンルのダイナミクスと比較
しやすいように、ラウドネスとダ
イナミクスのリファレンスを選
択します。

ラウドネスメータリング  
クラシックメーターとラウドネス
ヒストグラムを使用してラウドネ

スをモニターします。

キーリードアウト
シグナルのラウドネス、ダイナ
ミクス、ラウドネスレンジ、トゥ
ルーピークをモニターします。

ラウドネス&ダイナミクスグリ
ッド 

選択したリファレンスとあなた
のミックスを比較します。

リファレンストラック  
最大8曲のリファレンストラッ
クをロードして、既存のミック
スと簡単に比較することがで
きます。

メータリングセクション
トラックのピーク値やRMS値
をモニターすることができま
す。

ダイナミクスメータリング   
クラシックメーターとダイナミク
スヒストグラムを使用してダイナ

ミクスをモニターします。
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ラウドネスレンジ（LRA） 
ラウドネスレンジは、測定
期間内で最も大きな音と
最も小さい無音以外の部
分に基づくシグナルの音量
変動を測定します。値が大
きいほど、トラックの異な
る部分間の音量の変動が
大きいことを意味します。

キーリードアウト
キーリードアウトセクションでは、最も重要な測定値を素
早く確認することができます。各リードアウトの下にあるタ
ーゲットインジケーターにより、シグナルに加えられた変
化を簡単に追跡することができます。測定値がリファレン
スの値を満たすと、ターゲットインジケーターと各リードア
ウトが緑色に点灯します。

ラウドネスレンジ（LRA） 
ラウドネスレンジは、測定期間内で最も大きな音と最も小
さい無音以外の部分に基づくシグナルの音量変動を測定
します。値が大きいほど、トラックの異なる部分間の音量の
変動が大きいことを意味します。

ダイナミクス(dB)  
ダイナミクスは 、トラックの 現 在 の 統 合 ダイナミクス
(integrated)、短期ダイナミクス(shot-term)、瞬間ダイナミ
クス(momentary)の値が表示されます。
true:levelは、トラックのダイナミクスを測定するために、
測定されたすべてのPSR値(ピークと短期ラウドネス比)の

トゥルーピーク（TP）
トゥルーピークは、測定期
間中に観測された全チャ
ンネルのトゥルーピーク値
の最大値を表示します。ピ
ークがリファレンスのトゥ
ルーピーク値を超えると、
値 がオレンジ色になりま
す。

中央値を使用しています。他のツールでよく知られている
PLR値(ピークと長期ラウドネス比)と比較して、私たちの
PSRベースの記述子は、短期も含めたトラックの実際のダ
イナミクスをより正確に追跡することができるという実験
結果があります。



8ページ測定コントロール
ラウドネスとダイナミクスの値を計算するために使用する
タイムベース(統合、短期、瞬間)は、ユーザーインターフェ
イスの右下にある測定モードセレクターをクリックするこ
とで変更することができます。

選択した測定モードの隣にある再生/一時停止とリセット
のアイコンをクリックすると、測定を一時停止またはリセッ
トすることができます。

Integrated(統合)  
統合測定は長い観察期間における平均的なラウドネスと
ダイナミクスを表し、オーディオトラック全体で測定された
場合、ラウドネスはいわゆるプログラムラウドネスとして認
定されます。プログラムラウドネスは、ストリーミングプラッ
トフォームがトラックの音量について言及するときに参照
する値でもあります。EBU R128規格では、長い観測時間
(60秒以上)のみ有効な統合測定が可能であることに注意
してください。

Short-term(短期) 
瞬間的な測定値は400msのスライディングブロックで計
算され、過度にダイナミックなラウドネスのピークを識別
する際に役立ちます。

Momentary(瞬間)
瞬間的な測定値は400msのスライディングブロックで計
算され、過度にダイナミックなラウドネスのピークを識別
する際に役立ちます。

ラウドネスとは何ですか？
オーディオ作品の聴覚的なラウドネスは、EBU R128規格
に基づき、LUFS(Loudness Units relative to Full Scale)
で測定されることが一般的です。技術的には、LUFSはオー
ディオ素材のラウドネスを定量化するプロセスで使用され
る測定単位です。LUFS値(プログラムラウドネスとも呼ば
れます)を計算するために、知覚フィルターと組み合わせた
オーディオ素材の平均レベルが時間経過とともに分析さ
れます。

ラウドネスノーマライゼーションとは何ですか？
同じLUFSレベルを持つ2つの音楽は、同じ音量として認
識されます。現在では、ほとんどのストリーミングプラット
フォームが、すべてのオーディオ素材を特定のLUFSレベ
ルに正規化し、連続するトラック間で一貫したラウドネス
を保証しています。ある基準のラウドネスより大きいトラ
ックを下げ、ほとんどの場合、この基準より小さいトラッ
クは上げられます。



9ページラウドネス&ダイナミクスグリッド
トラックのラウドネスとダイナミクスは、相互に大きく関係
しています。リミッターを使用する場合など、シグナルの音
量を上げると、そのダイナミクスが低下することがありま
す。ラウドネス&ダイナミクスグリッドは、トラックのラウドネ
スとダイナミクスの間の適切なトレードオフを見つける際
に役立ち、両方の値に関する全体的なオーバービューを
提供します。

グリッドの縦軸はラウドネスをLUFSで表し、横軸はダイナ
ミクスをdBで表します。また、グリッドには選択したラウド
ネスリファレンスで指定された基準ラウドネスエリアと、ダ
イナミクスリファレンスに基づく推奨ダイナミクスエリアも
表示されます。

ラウドネス＆ダイナミクスの十字線 
十字線の位置は、トラックの統合ラウドネス(縦位置)とダイ
ナミクス(横位置)を表します。背景の小さな灰色の十字線
は、短期的な値の軌跡を表します。

十字線は最初は白色で、トラックが推奨ラウドネスまたは
ダイナミクスの範囲内に入ると緑色になります。

ラウドネスメーター  
T左側のラウドネスメーターは、現在の短期(全面)および
瞬間(背面)のラウドネス値を表示します。

右側のラウドネスメーターは、現在の統合ラウドネス値を
表示します。統合メーターの色は、基準ラウドネス以下の
値は灰色、推奨されるラウドネスエリアに入るラウドネス
値は緑色、推奨されるラウドネスを超える値は黄色または
赤色です。現在のラウドネスレンジ (LRA)は、統合メーター
の横にある灰色のカッコで表示されます。

速度&計測のコントロール
これらのボタンを使って、測定を短期、瞬時、統合のいずれ
かに変更したり、測定を一時停止したり、リセットしたりす
ることができます。
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ラウドネスヒストグラム  
ラウドネスメーターの横にあるヒストグラムは、ある短期
ラウドネス値がどれくらいの頻度で観測されたかを示し
ています。ヒストグラムの形状は、観測された信号のラウ
ドネスが、観測期間全体にわたって一定であるか(1つの
狭いピーク)、時間の経過とともにわずかに変化している
か(1つの広いピーク)、大きく異なる部分が2つまたはそ
れ以上あるかを示しています。

ダイナミクスメーター  
下部のダイナミクスメーターは、現在の短期的なダイナミ
クス値(全面)と瞬間的なダイナミクス値(背面)を表示しま
す。
上部のダイナミクスメーターは、現在の統合されたダイナ
ミクス値を表示します。統合メーターの色は、基準のダイナ
ミクス以下の値は灰色、推奨されるダイナミクスに入る値
は緑色、推奨範囲を超える値は黄色となります。

ダイナミクスヒストグラム  
ダイナミクスメーターの上にあるヒストグラムは、ある短期
的なダイナミクス値がどれくらいの頻度で観測されたかを
示しています。ヒストグラムの形状は、観測された信号が、
観測期間全体にわたって一定のダイナミクスを持つか(1つ
の狭いピーク)、時間の経過とともにわずかに変化するダ
イナミクスを持つか(1つの広いピーク)、2つまたはそれ以
上の著しく異なるセクションがあるかを示しています。
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ラウドネスとダイナミクスの状態を確認することは、トラッ
クを公開する際に重要です。正しいラウドネスのレベルを
設定することで、ストリーミングプラットフォームなどの異
なるパブリッシングターゲットにトラックを公開する際に不
測の事態を避けることができ、ダイナミクスを正確に設定
することはミックス全体の品質にとって重要です。

true:levelは、ミックスのクオリティをリファレンスと比較す
るためのシンプルかつ正確な2つの方法を提供します。

ラウドネス&ダイナミクスリファレンス

共通リファレンス  
あらかじめ定義されたラウドネ
ス規格と、ジャンルに応じたダ
イナミクスのリファレンスです。

リファレンストラック
カスタムリファレンスターゲットを作成するユーザー定義
のリファレンストラックです。

リファレンスセレクター  
リファレンスセレクターをクリックすると、共通リファレン
ス、またはリファレンストラックを現在のラウドネスとダイ
ナミクスのターゲットとして使用するかどうかを設定する
ことができます。



12ページ共通リファレンス
ラウドネスとダイナミクスの共通リファレンスは、あらかじ
め定義されたリファレンスターゲットの広範なリストを提
供します。ラウドネスのリファレンスは異なる配信プラット
フォームとラウドネス規格の仕様をカバーする一方、事前
定義されたダイナミクスのリファレンスは音楽ジャンルの
典型的なダイナミクスに基づくものです。

ラウドネスリファレンス 
ラウドネスリファレンスは、スト
リーミングプラットフォーム、ラ
ウドネス規格、またはカスタム
リファレンス値など、さまざま
なパブリッシングターゲットに
基づきます。各リファレンスは、
ターゲットのラウドネスと推奨
されるトゥルーピーク値に関
する情報をカバーしています。

ほとんどのストリーミングプラ
ットフォームは、ある最小ラウ
ドネスのみを必要とします。ラ
ウドネス&ダイナミクスグリッ
ド内の緑色の領域で示される
ように、このラウドネスを超え
るすべてのラウドネス値は問
題ありません。

ラウドネス規格は、実際のラウ
ドネス目標値を提案していま
す。この場合、ターゲット値(プ
ラス許容範囲)だけが良いラウ
ドネス値を表し、ラウドネス&
ダイナミクスグリッド内に緑色
の水平バーで表示されます。

カスタムリファレンスラウ
ドネス
カスタムラウドネス値は、許容
範囲を含むカスタムリファレン
スパラメータを設定すること
ができます。

ダイナミクスリファレンス 
ダイナミクスのリファレンス
は、さまざまな音楽ジャンルの
典型的なダイナミクスに基づ
くものです。特定のジャンルの
推奨されるダイナミクスエリ
アは、ラウドネス&ダイナミク
スグリッド内に緑色の垂直バ
ーで表示されます。

カスタムリファレンスダイ

ナミクス 
カスタムダイナミクス値は、許
容範囲を含むカスタムリファレ
ンスパラメータを設定すること
ができます。



13ページリファレンストラック
1つまたは複数の既存のミックスと比較するために、最大8
つのリファレンストラックをロードすることができます。すべ
てのトラックが分析され、そのラウドネスとダイナミクスの
情報が抽出されます。

リファレンストラックセクションが現在のターゲットとして
選択されている場合、すべてのアクティブなリファレンスト
ラックの情報を組み合わせて、リファレンスゾーンを計算す
るために使用されます。アクティブなリファレンストラック
は、ラウドネス&ダイナミクスグリッド内に、トラックの色で
小さな十字線として表示されます。

リファレンストラックの操作 
新しいリファレンストラックは、1つまたは複数のオーディ
オファイルをプラグインウィンドウにドラッグ＆ドロップする
か、リファレンストラックセクションの「+」ボタンをクリック
することで読み込むことができます。 

リファレンストラックは、それぞれの番号をクリックするこ
とで、有効または無効にすることができます。

リファレンストラックドロップダウン 
リファレンストラックのドロップダウンには、リファレンスの
完全なファイル名が表示され、トラックの有効/無効、また
はリストから削除することができます。



14ページ出力メーター 

出力メーター 
出力メーターは、各チャンネルの現在のトゥルーピーク
値(細いメーター·左)とRMS値(太いメーター·右)を表示
します。メーターの上の小さな数字は、それぞれの値の
ピークホールド値を示します。



15ページレベルチェック 

レベルチェック 
true:levelのレベルチェック機能は、シグナルのダイナミ
クスとラウドネスを分析し、選択したラウドネスとダイナ
ミクスのリファレンスと値を比較します。分析結果に基づ
いて、値が軌道に乗っているか、あるいは公開前にミック
スを調整する必要があるかどうかを情報ボックスがお知
らせします。

 

全て良好です！

このパラメータには潜在的な問題があり、修正される
べきです。

!



16ページプリセット

プリセットは、現在ロードされているすべてのリファレンス
トラックを含むプラグインの設定を保存します。つまり、プリ
セットを使って複数の異なるトラック(例えばアルバム)を同
じカスタムリファレンスと比較することができます。 プリセットを保存するには、プリセットドロップダウンの隣

にある「save」をクリックします。

保存したプリセットを読み込むには、ドロップダウンからそ
れぞれのプリセット名を選択します。 

プリセットを削除したり、名前を変更するには、ローカルの
ファイルエクスプローラーでプリセットフォルダを開きます。

プリセットは異なるワークステーション間で簡単に共有す
ることができます。すべてのプリセットは、以下のフォルダに

「.spr」という拡張子で保存されます。

プリセットフォルダ  
OSX: ~/Library/Audio/Presets/sonible/truelevel
Windows: My Documents\Presets\sonible\truelevel



17ページ設定
設定画面を見るには、右上の歯車アイコンをクリックします。

ツールチップを表示   
ホバー時のツールチップ表示オンオフを設定します。

OpenGLを使用 
OpenGLは、特定のコンピュータハードウェアでレンダリン
グの問題を引き起こす可能性があります。このオプション
を使用して、OpenGLを無効にします。 

匿名のユーザーデータをsonibleと共有する 
完全に匿名化されたユーザーデータをsonibleと共有し、
弊社のプラグインの改善に役立てることができるようにし
ます。 

ライセンス情報   
ライセンスの状態と番号が表示されます(iLokを使用して
ライセンスを取得していない場合)。 

プラグイン情報 
ここでは、プラグインの名前とバージョンを確認することが
できます。「show tutorial」をクリックすると、ウェルカムツ
アー(プラグインの機能を簡単に説明するツアー)が始まり
ます。

更新のお知らせ  
プラグインの新しいバージョンが利用可能になると、ここ
に通知が届き、true:levelのメインビューの歯車アイコンに
も小さな点が表示されます。緑色のテキストをクリックする
と、最新版がダウンロードできます。
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